
Outcome

（厚労省共通指標・ＤＰＣ指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 分母のうち入院後医原性気胸が発生した患者数  

分母 中心静脈カテーテルが挿入された患者数

収集

期間
1ヶ月毎  

調整

方法

厚７ 中心静脈カテーテル挿入時の気胸発生率 

他施設よりも値が高い施設では、再発予防に向けた安全管理を見直す契機になる。 

最小値 0%   25％値 0%   中央値 0%   75％値 0%   最大値 0% 

回答病院  67施設 

 気胸の発生があった病院は7病院→11病院と増加しており、2年連続で発生があったところは4病院でした。重

大な合併症であり、技術の認定制度やエコー下での穿刺など、防止のプロセスも確立されてきており、発生が

続いている病院では、挿入のプロセスの確認が必要です。 

数値の経年的評価はサンプル数が少なく行えません。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2019年間数値報告 

考察・分析 

主治医に医原性気胸の有無を退院時サマリー作成時にチェックしてもらうようにした。以前は事務がカルテ

を見て病名のチェックをしていた(千鳥橋病院)。 

改善事例（指標収集方法） 
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